
美術科学習導案

時

級

日

学

平成 1 5年 9月 3 0日

盛岡市立大宮中学校

2 年 5組 (男子1 8名、女子 1 8名)

美術 室

杉 本 聡

場 所

指導者

1   題 材     浮 世絵の世界 (北斎、広重が見た風景)

2  題 材について

本題材は、 日本を代表する伝統的な絵画である浮世絵の鑑賞をとお し、作品の見方や

感 じ方、よさや美 しさなどを感 じ取る能力を伸ばすことをね らいとしている。

学習指導要領では、 2学 年及び 3学 年の鑑賞に関わる目標は、「自然、美術作品や文

化遺産などについて理解や見方を深め、心豊かに生 きることと美術 との関わ りに関心を

もち、よさや美 しさなどを味わ う鑑賞の能力を高める。」 とある。また、鑑賞の内容に

ついては、「日本の美術の概括的な変遷や作品の特徴を調べた り、それ らの作品を鑑賞

した りして、 日本の美術や文化 と伝統に対する理解 と愛情を深め、美術文化の継承 と創

造への関心を高めること。」 とあ り、 日本の美術の鑑賞が重視されている。

浮世絵は江戸 25 0年 の歴史がある。 これまで中心であつた御用絵画か ら、庶民の絵

画へ と変わつていつた。作 り手も民間の職人が中心であつた。錦絵 という多版多色版画

の技術が確立され、世界の印刷技術に大 きな影響を与えた。浮世絵 (風景画)の お もし

ろさは、色彩tの鮮やかさと、大胆な構図にある。本題材では、この日本を代表す る伝統

的な絵画である浮世絵を積極的な鑑賞を通 し、美術作品のよさを深 く味わわせたい。

今回は北斎、広重の作品を読み とらせ、作品を見るときの視点を学ばせたい。特に作

品に隠された構図上のお もしろさに気づかせたい。そ して、彼 らが見た目線で、 自分た

ちの身近な地域の風景を改めて見つめさせたい。このことにより、作者の浮世絵 におけ

る挑戦やal J造的な表現の工夫を感 じ取 り、見方を深めさせ るとともに、 日本の美術文化

に対する関心を高め、豊かな心を育てたい。

3 生 徒の実態

美術の学習は、 自分の感性や思いを大切 に して表現 した り、自他の作品の良さを味わ

うものであるが、他人 と違 うということへの不安 と異文化 を受け入れ られないという気

持ちの傾向が強 くある。また、美術の学習に対 しては、興味のある生徒 と自分の表現に

も自信が無 く、興味を示そうとしない生徒 との差が大 きい。 しか し、実際の学習 におい

ては、真面 目に取 り組 もうとする学級である。発間や問いかけに対 しては、積極的に答

えようとする気持ちはあるが、挙手による積極的な意思表示までには全体 として至つて

いない。            '

本題材の浮世絵の鑑賞については、新鮮な気持ちで、意欲的に学習に取 り組んでいる。

これまで見たことはあると、いう程度の作品の鑑賞を深めてい く中で、もつとPl lな作品

も見てみたい、いろんな事がわかると絵が楽 しい と言うような感想が多 くあつた。
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4  指 導の構想

本題材では、浮世絵の数多 くの作品の中か ら、北斎、広重 らが新 しいジヤンル として

確立 した風景画に焦点をあてた。そこに込めた作者の情熱、表現意図、構図上の創意工

夫を感 じ取 らせることをね らい とする。そ して、感 じ取つたものを、生徒の身体的実感

として感 じさせるために、地域に出かけ、北斎、広重 と同 じ視点で身の回 りの風景を改

めて見つめさせようと考えた。浮世絵か ら学んだ風景をみる複数の視点の中から、自分

の一番興味の引 くテーマを決め、そのテーマに沿つてスケ ッチを行 う。それを相互鑑賞

することで、よリー層作品の見方や理解 を深めたいと考えた。相互鑑賞の場面において

は、友達の意図 したテーマや意図 した大宮 らしさなどを読み とつた り、 自分の表現意図

を発表 した りするところであ り、このことにより、積極的な意志表示が行えるよう支援

したいと考える。

また、本校の学区には志波城跡が歴史/ A R園として一部復元整備 されてお り、総合的な

学習の時間ではこのような古代か らの歴史のある地域をテーマに学習 し文化祭でその成

果を発表する。美術で培つた表現力ばか りでな く、鑑賞によって高 まつた地域のよさに

対する興味 ・関心が生かされるものと期待で きる。

5 題 材の目標

(1 )浮 世絵の表現様式などの特徴や作者の作品に込めた思いに‐関心を持ち、制作ヘ

の情熱や創意工夫を感 じ取 るとともに、主体的にスケ ッチに取 り組み理解を深

めようとする。 (関心 ・意欲 ・態度 )

( 2 )北 斎、広重 と同 じ視点に立ち、地域の風景のよさを見つけることがで きる。

(発想構想の能力)

( 3 )北 斎、広重の視点で見つめ、地域の風景を自分な リスケ ッチすることができる。

| (創 造的技能)

( 4 )庶 民の文化 として築 き上げ られた浮世絵が、世界に誇れる日本の文化遺産であ

ることが理解でき、また、北斎、広重が描いた風景がのすば らしさを感 じること

がで きる。

6  指 導計画 (総時間数 5時 間)

( 1 )浮 世絵 を知 る

( 2 )北 斎、広重の表現

( 3 )地 域に出よう

( 4 )私 が見つけて大宮風景

(鑑賞の能力)

本時について

( 1 ) 目 標

①友達のスケッチから北斎、広量の風景画の特徴やおもしろさを見つけようとす

る 。 (関心、意欲、態度)

② 自分や友達のスケッチから北斎、広重の風景画の視点を指摘することができる。

(発想構想の能力)

③互いのスケッチを鑑賞し合 うことで、浮世絵風景がのおもしろさや、作者の工夫を

感 じることができる。                    (鑑 賞の能力)

1 時 間

1時 間

2時 間

1時 間 (本時)
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( 2 )指 導構想

本時は、この教材の最後の学習である。前時までの学習で各生徒が描いたスケ ッチを

合評会形式で鑑賞 し合 う活動である。初めに小グループで合評会 を行わせ、グループの
一押 し作品を選ばせる。次に、各グループか ら選ばれた一押 し作品を学級全体で鑑賞す

る。合評会形式で鑑賞を行 うのは、生徒にとって今回が初めの経験である。そこで、合

評会の手順 を細か く指示 し、全員が言葉を交わせるように配慮する。また、生徒間の評

価が、選んだテーマを生か しどう構図に取 り入れているか、 という観点にし、単にスケ

ッチの上手下手でないことに注意 したい。  小 グループの鑑賞において、支援 を要す

る生徒には、机間巡視の中で、補助的発間を し 言葉を引き出 したい。

(3 )評 価について

①友達のステ ッチか ら北斎、広重の風景画の特徴や美 しさを見つけようとしたか。

(関心 ・意欲 ・態度)

②自分や友達めスケサチから北斎、広重の特長を指摘できたか。 (発 想構想の能力)

③互いのスケッチを鋳賞 しあうことで、浮世絵のよさや、作者の工夫を理解できたか。

(鑑賞の能力)
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展 開

学 習 活 動 評価規準 ・評価 方法 指導上の留意点

導

入

５

分

, 前 時の学習 を想起

し自分のスケ ッチの

テーマを確認 する。

,本 時の学習課題

把握する。

テーマ

。人の瞬間の動 き

・前景 に大 きな物

・透視図法的構図

互いの作品を鑑賞 し、大宮風景の中か ら、北斎、

広重の風景画のよさや美 しさを再発見 しよう。

展

開

35

分

, 友 達の作 品を鑑賞 し

なが ら鑑賞会の方法 と

ポイン ト把握する。

,小 グルー プに

賞会

, グ ループの中か ら、
一つ作品を選び出す。

全体 による鑑賞会

, 教 師が選んだ作品の

おもしろさを感 じる。

鑑

・鑑賞会の方法がわか り

鑑賞に意欲を持つ こと

ができる。

( 関、意、態、鈍賞)発 言観察

・自分のスケ ッチのポイ

ン トと友達の作品の良

い ところを話す こ とが

で きる。

(発、構 ・鑑賞)発 表

選んだ作品のテー マが

明確 に表れている構 図

か。

( 発、構 ・鑑賞) 観 察

選んだ作品の良 さや選

んだ理 由を話す こ とが

で きる。

・教師が意図 した作 品の

良さを理解できる。

＞

　

一

く
　
　
　
マ

選んだ作 品の良さや理

由を紙 に書かせ る。(技能

的な上手下手でないことに注意)

実物投影機で映す。

グループごとの鑑賞の

成 果 を全 体 で 確認 しあ

う。

選ばれなかった作品か

一つ選ぶ。

終

末

10

分

8 ,本 題材 を振 り返 り、

モネ 「日本 の着物 を

まとつたカ ミーユモ

ネ」を見 る。

9 ,本 題材で感 じ取 つた

鑑賞メモを書 く。

1 0 ,次 時への意欲化

・浮世絵 がヨー ロ ッパ に

与えた影響 を感 じ取れ

たか。 ( 鑑賞 ) 学 習 シ

ー ト

・浮世絵 について、題材

の 目標 そつて書 くこ と

がで きる。 (鑑賞 )学

習 シー ト

実物投影機 で可能な限

り実物大 に近い大 きさで

映す。

感想 を書 けない生徒 に

は、 これ までの学習 シー

トを振 り返 るよう促す。
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指導のね らい (観点 ) 評価規準  A:十 分満足出きるB:概油満足出きる 評価方法

( 関心、意欲、態度 )

浮世絵の表現様 式

や作者の作 品 に込 め

た思い、制作への情

熱 を感 じ取 ることが

で きる。

A

浮 世 絵 の制 作 方 法、 その種

類 と特 徴 を理 解 し、 日本 特 有

の 文化 に興 味 を持 ち、 作 品 の

す ば ら しさ を積極 的 に感 じ取

ろうとすてい る。

授業観察

発言

学習 シー ト

B

浮世絵 の特徴 を感 じ、 宮本

特有 の文化 へ の意 識 を持 ち作

品のすば ら しさを感 じ取 ろ う

としている。

( 発想、構 想 の能 力 )

北斎 、広 重 の視 点

に立 ち、我 が地域 の

風 景 を見つ け る こ と

がで きる。

A

北 斎 、広 重 の風 景 画 の構 図

の大 胆 さ、 美 しさ を理 解 し、

そ れ を生 か した風 景 を地 域 の

中に明確 にイメー ジ している。

学習 シー ト

スケ ッチ

テス ト

B

北 斎 、広 重 の風 景 が の構 図

の大胆 さ、 お も しろ さ を理 解

し、 そ れ を感 じる風 景 を地 域

の 中にイメー ジ してい る。

( 創造 的な能 力 )

北斎 、広 重 の視 点

で見 つ けた、 地域 の

風 景 をスケ ッチ ま た

は、 コ ラー ジ ュで 表

す こ とがで きる。

A

表 現 意 図 に迫 る構 図 を明確

に意 識 して 、 コ ラー ジ ュゃ ス

ケ ツチで効果 的 に表 してい る。

作 品

B

表現 意 図 に迫 る構 図 を感 じ

なが ら、 コ ラー ジュや スケ ッ

チで表 している。

( 鑑賞 の能 力 )

庶 民 の文化 と して

築 き上 げ られ た浮 世

絵 の様 式や色彩 、 西

洋 に与 えた影 響 を理

解 し、 また、 北斎 、

広 重 が描 い た風 景 の

すば ら しさ を感 じる

こ とが 出 きる。

A

浮世絵 の絵 に込 め られ た作

者 の情 熱 や、作 品 の特徴 を理

解 し、 自分 の好 きな作 品 を見

つ け、 自分 の 言葉 で、 その良

さを述べ ることが出 きる。

発言

学習 シー ト

テス ト

B

浮 世 絵 の絵 に に込 め られ た

作 者 の情 熱 や 、 作 品 の特 徴 を

理 解 し、 作 品 につ い で 自分 な

りの感 想 を述 べ る こ とが 出 き

る。

是夏 売オ     浮 世絵の世界  (北 斎広重の見た風景) ( 2 学 年 )

― ユ7 0 -



術  制 作 カ ー ド

年   組    番 ・氏名

| _1_里杢Qtttじ還墜である浮世絵に興味をもち
茅幸十甘iイ彰きOD把 壁界   l そ のすばらしさを積極的に感じ取ろうとする。

・北斎、広重の視点に立ち、我が地域の風景

(北斎、広重が見た風景)  | を 感じ取ることができる。
・北斎、広重の作品から、自分の好きな作品

について、思いを語ることが出きる。

回数 月  日 学 習 内 容

自 己 評 価

良い 一―― 悪い コ メ ン ト

１
■ 月  日 浮世絵の世界 A  B  C  D

2 月  日 北斎広重の表現

(神奈川沖浪裏の

鑑賞)

A  B  C  D

3 月  日 地域に出よう A  B  C  D

4 月  日 私が見つけた「大

官風景」

A B C D

学習を終えて
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